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坂井弘紀 訳
『アルパムス・バトゥル─テュルク諸民族英雄叙事詩』
東洋文庫862／2015年7月発行／342頁／3,100円（税別）
ISBN978-4-582-80862-9
坂井は 2011年に東洋文庫で英雄叙事詩『ウラル・バトゥル』の翻訳を手がけてい
る。それはロシア連邦・ウラル地方に伝わる「死との戦い」をテーマにした神話世
界を描いている。本書はそれにつづく英雄叙事詩の翻訳である。東洋文庫は入門的
に「解説」から入るのがいい。それによれば、この英雄叙事詩はテュルク世界に口
承文芸として伝えられてきたもので、テュルクは広くトルコを指し、19〜20世紀に文字に記録された
という。地域的には中央アジアからシベリアまでを含むが、本書はカザフ語のテキストから訳されてい
る。英雄叙事詩に流れる貴種流離譚が大筋で、闘いに出た戦士が敵に捕まり、脱出、困難を経て国に帰
ると家族は裏切り者の手に落ちようとしているが、競技に勝利し己の帰還を知らしめるという物語。本
来、詩は音楽と合わせて朗唱される。叙事詩の語り手はどのような声をしていたのだろう。
深沢眞二 著
『旅する俳諧師─芭蕉叢考  二』
清文堂出版／2015 年 1 月発行／476 頁／8,500 円（税別）
ISBN978-4-7924-1431-3
『風雅と笑い　芭蕉叢考一』（2004年）に続く書物。著者には芭蕉については論考が
多数あり、本書は前著以降に発表した論考と 7編の新稿からなる。芭蕉の句に
「笑い」をにじませて味わうことを「あとがき」に記しているが、内容は俳句とい
う短文をめぐる考証を徹底的に行なっている。先行研究および現在の視点への批判
を含め、芭蕉研究のホットスポットを縦断する。『おくのほそ道』の語り手と元禄 2
年に奥州・北陸を旅した芭蕉を切り離して考えることは、すでに常識だそうだが、芭蕉が西行を模倣し
て旅をしていくことになると、「乞食」「聖」の尊い価値観が芭蕉の旅のモチーフとなり、俳諧行の背景と
する。そのあたりは国文学とは縁が遠い読者でもついていけるが、具体的な作品について限りなく丁寧
に考証していく著者の仕事は「おくのほそ道」を旅する修行僧を思わせよう。
上野俊哉 著 
『荒野のおおかみ─押井守論』
青弓社／2015年3月発行／196頁／2,800円（税別）
ISBN978-4-7872-1051-7
アニメーション作家・映画監督押井守は 1980年代から精力的に作品をつくり続け
てきた。その活動を著者は 30年近く見守り論じてきた。押井作品は細部にこだわ
り古今東西の蘊蓄がちりばめられているが、本書もまた、古今東西の知を横断し現
在の知的状況をあぶりだしていく。タイトル「おおかみ」は、家畜化された犬はも
ちろん押井作品に登場する「犬にとりつかれ、犬の身振りをものにしてしまった人
間」つまり「犬人」への言及であり、両大戦間に書かれたヘルマン・ヘッセの小説『荒野のおおかみ』
から、1920年代にあった危機への予感的意識を押井のモチーフに投影させていく。ヘッセの小説が一
種のトリップ文化として読まれ、そこに描かれた「魔術劇場」のヴァーチャルな空間が押井作品の構造
に交差していく。
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和光大学経済経営学部 編・著
『17歳からはじめる経済・経営学のススメ』
日本評論社／2016年1月発行／248頁／1500円（税別）
ISBN978-4-535-55812-0
「ビジネス・お金のはなし」、「人・暮らしのはなし」、「会社・社会のはなし」の 3部
構成。表題に「17歳から」とあり、高校生へ向けて書かれたと思いきや、現在の
めまぐるしい経済活動を踏まえて、興味深くかつハードルが高い内容である。ジャ
ニーズ事務所、シェール・ガス革命、アジアの高齢化社会や再生エネルギーなど、
12名の教員が日頃学生たちに語りかけている内容が盛り込まれ、関連コラムも 10
本付いている。コラム「微分に再挑戦！」では、二つの事柄の内一方がちょっとだけ変化するともう一
方がどれだけ変化するかが微分であるという。「おおそうか」と思うが次に「ΔX」の記号がでてくると
「うーん」とならないか。「まえがき」に「ゴムが典型的な国際商品」とでてくる。そこを「なぜ」とい
った Q＆A形式をとると、もっと分かりやすく入門的になっただろう。
三上 豊 編・著  上野俊哉・沢山 遼 著
『針生一郎蔵書資料年表』
せりか書房／2015年4月発行／496頁／3,800円（税別）
ISBN978-4-7967-0341-3
和光大学名誉教授の針生一郎は、戦後の文芸・美術評論で活躍し、2010年 84歳で
亡くなった。自宅に残された膨大な書籍資料の内、2400件あまりの美術図録類は
本学図書館へ、洋書類は国立新美術館へ寄贈された。本書は両寄贈先分を含め、
15000件余の書籍、図録などを刊行順にリスト化している。針生の仕事について上
野が思想面を、沢山が美術面を論評、三上が収録本の構成について書いている。こ
のような類の書物は普通故人の何回忌などに配布されるものだが、流通販売は珍しいのではないか。針
生の著作目録でもなく、一見ただのリストにみえるが、書物と書物の出合いがパズルを構成するがごと
く、戦後の左翼的な評論家のもとに集まった出版地図を年史形式でたどることもできそうだ。なお雑誌
については誌名のみがあがっている。
乾 武俊 著  山本ひろ子・宮嶋隆輔 編
『乾 武俊選集　民俗と仮面の深層へ』
国書刊行会／2015年5月発行／386頁／5,400円（税別）
ISBN978-4-336-05897-3
目次の「詩人と〈被差別民衆〉」／「民俗仮面の深層へ」／「黒い翁—芸能の秘
密」／「付録　秘説・千利休」からの印象は「著者はどのようなフィールドを歩い
てきたのだろう」だった。乾武俊は 1921年和歌山に生まれ、教職とともに被差別
地域の民話や伝承の収集、調査を行なってきた。また、芸能論、詩作、仮面の収集、
記録映画の製作など活動はひろい。本書には初出が 1952年のものもあれば 2001
年もあり、著者が私家版でも問うてきた長い調査活動が浮上する。編者二人は和光大学での仮面展やい
くつかの祭り、フォーラムで乾とつながり、本書を編集した。道化役の黒い翁のごとく編者は乾のフィ
ールドを舞っている。編者を道連れに冒頭の聞き取りを主とした「被差別部落の民俗伝承（大阪）」を
読み進めていくと時を駆ける「翁」としての乾の姿も見えてくる。
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テッサ・モーリス‐スズキ 編 
ひとびとの精神史 第2巻『朝鮮の戦争─1950年代』
岩波書店／2015年8月発行／288頁／2,300円（税別）
ISBN978-4-00-028802-6
戦後復興からやがて経済成長の豊かさへと向かう日本社会が歩み始めた 1950年代。
占領が終了してもますますアメリカの東アジア戦略に組み込まれながら対米従属を
深めていく時代であった。この時代の政策方針を決定する場にあった人々ではなく、
むしろその波に翻弄されるような立場の庶民でありつつ、時代の文化をつくってい
った十数名の人々やグループの生き方をとおして、1950年代の精神史を論じた論
文集である。第Ⅰ部「冷戦下の兵站列島」では、当研究所所員の道場親信は、大田区に住み「下丸子文
化集団」で詩作を発表した江島寛の東アジアに広がる思索を論じる。第Ⅱ部「核の精神史」では、画家
の丸木位里・俊夫妻、広島の森瀧市郎、原水爆実験場となったマーシャル諸島の人々、原爆展を開催し
た京大同学会などをとおして、原水爆・原子力に対する 50年代の人々の向き合い方が論じられる。第
Ⅲ部「「豊かさ」へと向かう時代のなかで」では、詩人石原吉郎、力道山、愛媛女性史サークル、民衆
史運動の小池喜孝の生き方が論じられる。
津野海太郎 著
『百歳までの読書術』
本の雑誌社／2015年7月発行／270頁／1,700円（税別）
ISBN978-4-86011-274-5
この紹介を書いている筆者も 60歳代半ばを過ぎ、「終活」を急がねばならなくなっ
た。数年前に定年退職なさった津野先生も、体力・気力の衰えのため悠々自適の読
書三昧というわけにもいかず、「あきれるほどの迫力で……向こうからバンバン押し
よせてくる……本物の、それこそハンパじゃない老年」と向き合っていらっしゃる。
この本はそんな老年者がどんなふうに読書を楽しんでいるかを報告されたエッセイ
集である。いかにして所蔵の本を減らすか、そのための図書館の利用法から始まり、演劇や文芸の友人
知人たちの老年の迎え方、少年時代の読書経験を憶えているという老年者の特権的な読書のしかたなど
を語る。それにしても津野先生らしいのは、容赦なく迫ってくる老いを嘆いたり抵抗したりするのでは
なく、むしろこれだけは衰えない好奇心のかたまりのごとく自分の老いを材料に人体実験を楽しんでお
られるご様子だということである。筆者の場合「終活」を完了するまでに読める本の数はあと何冊だろ
うか。私も人体実験をはじめてみよう。
